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コスト

組織力

環境経営専門家の

無料サポートを受けながら、

◆コスト削減、省エネ化を実施したい

◆ CO₂排出量削減を行いたい

◆取引先の要望に応えたい

◆エコアクション21の認証を取得したい

◆経営基盤強化、従業員の意識向上を図りたい 等々 が実現できます‼

エコ-クリップ

Eco-CRIP

経営力

環境省 エコアクション21
CO₂削減プログラム補助事業

食品製造業

大手コンビニ向けの軽食や惣菜等を製造する会社です。

取引先からの「環境経営」推進の呼びかけが、Eco-CRIP参加の
きっかけです。専門家によるコンサルティングが、1回で終わらず、
5回受けられるという点はとても魅力的でした。担当の支援相談人に
気軽に相談し、教えてもらえたことが良かったです。これまで自社流
で行っていた省エネの取り組みについても、専門家の視点で助言して
いただき、見えていなかった問題点や改善点の発見につながりました。

Eco-CRIPの取り組みによって、各部署の従業員一人ひとりが責任
をもって行動できるようになりました。
会社の根本は「人」です。従業員が「環境のことを考え、環境経営

に取り組む会社に勤めているのだ」と誇りに思えること、そこを大事
にしていきたいと思います。

管理部課長
小田 光孝

代表取締役社長
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取締役
舘 龍弥

専門家の親身なサポートで「環境経営」体制を構築！従業員が誇りに思える会社を目指します。

H28年度
参加事業者
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Eco-CRIPの流れ
無料で受けられる専門家の支援

（5回の無料サポート）

専門家と協働しながら1～5のSTEPに取り組むことで、省エ
ネ・コスト削減の他、環境マネジメントシステムの構築や従
業員の意識向上、本業でのチャンスの創出を目指します！！

電気料金等のエネルギーコストと
CO₂排出量を把握。削減可能性を
検討。

取り組み内容と全従業員の役割
分担を決め、一丸となって省エネ
の取組開始。

環境への取組方針や、CO₂削減目
標を決定。

取組結果の評価、問題点の洗い
出しを行い、必要な改善を実施。

取組結果（CO₂やコスト等削減量）
をまとめる。

環境省が策定した環境マネジメントシステム「エコアクション21(EA21)*」をベースにCO₂排出量及びコ
スト削減に特化した簡素な環境経営システム(中堅・中小事業者であれば、業種業態は不問。ただし、電気
使用量等が把握できない事業者、環境マネジメントシステムの承認取得経験のある事業者は参加不可。)。
◆H28年度Eco-CRIP補助事業専用サイト：http://www.ea21.jp/eco-crip-2016/index.html
◆H28年度補助事業者： 一般財団法人 持続性推進機構

Eco-CRIP（エコ-クリップ）とは？

電力使用量等のデータを見える化できた

コスト削減につながった

社内のマネジメント体制が構築できた

社員一人ひとりの意識改革につながった

CO2排出量を削減できた

省エネの取組が社員に浸透した

省エネ以外の環境活動も開始できた

経費削減の効果だけじゃない！
多くのプラス「効果」を実感！

Eco-CRIPに取り組むと、こんな効果を得ることができます！（参加事業者の声）

EA21は中堅・中小事業者でも取り組みやすい環境マネジメントシステムとして、環境省が策定したガイド
ラインに基づく第三者認証・登録制度です（CO₂削減に加え、廃棄物削減、節水等にも取り組みます）。
◆全国で約7,700件の事業者が、認証・登録しています（詳細は、URL: http://www.ea21.jp/）。

エコアクション21（EA21）とは？

【お問い合わせ先】一般財団法人 持続性推進機構 （平成28年度補助事業者）
＊Tel: 03-6418-0370、Mail: eco-crip1@ea21.jp
＊H28年度版Eco-CRIP URL: http://www.ea21.jp/eco-crip-2016/index.html）
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①参加申込

④効果を確認

⑤取りまとめの後、
報告

支援相談人

71.4%

34.3%

24.3%

50.0%

31.4%

54.3%

22.9%

〇経営における効果

〇環境対策における効果

③5回の訪問支援

間接補助事業者

担当地域事務局
②支援
相談人
を派遣


